
  

 

 

 

 

学校行事を通して 
 

１０月に入った頃から、少しずつ朝夕の涼しさが増し、猛暑と言われたこの夏の

気候がようやく秋への移り変りを感じられる季節となって参りました。夏休みが明

けて１月余りが経ち、子どもたちも生活のリズムを取り戻し、日々、元気に２学期

の課題に取り組んでおります。特に今学期は運動会や校外学習など、学校行事がた

くさん予定されています。 

現在は、運動会に向けた各種練習に取り組んでいます。毎日元気な子どもたちの

歓声が運動場から聞こえてきます。児童会役員を中心に募集、決定した「心と力を

合わせて、元気な笑顔で一番上へ！」のスローガンのもと、全校児童が一丸となっ

て運動会に臨んでいきます。仲間と協力し合う気持ちや、ルールを守る姿勢、係や

委員会活動など自分の役割に責任をもって成し遂げる気持ちなど、こうしたことを

運動会練習の中で自然と学んでいきます。 

よく「学校行事で子どもたちは成長する」と言われます。運動会や校外学習など

のさまざまな学校行事は、子どもたちがよりよい人間関係を作り、自分が集団の一

員であることを自覚し社会のルールを学ぶことで、 

よりよい学校生活を送るために自ら努力すること 

を目的に実施されています。 

今月２５日の運動会本番には、保護者や地域の 

皆様には、子どもたちの「自立と共生」に向けて、 

成長していく姿をぜひご覧いただければと願って 

おります。今後とも本校の教育活動に温かいご支 

援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜４年生校外学習「木曾三川公園」感想（一部抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みを活用して、昇降口付近の手洗い場を整備 

しました。これまでは雑草が繁茂していたり、クス 

の木の根で手洗い場の排水が機能していなかったり 

していましたが、運動会前に使えるようにしました。 

休憩用のベンチも置きましたので、ご活用いただき 

少しゆったりした気持ちで、運動場で活躍する子ど 

もたちの様子をご覧いただければと思います。 

昇降口付近手洗い場整備   

・校外学習で私がすごいなと思ったのは、上げ船です。洪水

の時に船を外して生き残る仕組みです。  

・バスレクが楽しかったです。みんなのために各班が必死に

楽しいレクを考えるのは素晴らしいです。 

 
「子どもたち手作りの運動会スローガン」 

 
「整備した手洗い場とベンチ」 

 



 

 秋空の下、元気な声が運動場に響き渡ります。運動会に向け

て、学年練習や全体練習が始まりました。助け合いや協力を土

台としてチームワークを大切にし、競い合うことを楽しんでい

ます。また、高学年では、一人一人が委員会や実行委員の役割

を担い、式典や競技の運営を支えます。精一杯がんばることの

大切さを体感しながら、練習の成果を運動会当日に発揮できれ

ばと思います。子どもたちの応援よろしくお願いいたします。 

 

 あいさつ運動がスタートしました。気持ちを込めて、さわ

やかに、元気よくあいさつができるよう児童会を中心に取り

組んでいます。校内では授業の始業や終業だけでなく廊下で

すれ違う際もあいさつが飛び交います。 

先日は、民生児童委員の皆様が来校され、あいさつ運動に

駆けつけてくださり、子どもたちの様子を見守っていただき

ました。学校、家庭、地域であいさつの輪が広がりますよう

ご家庭でもご協力ください。 

 

 

今年度、阿久比町幼保小中一貫プロジェクトで体力推進向上部と外国語活動部が新設されまし

た。英比小は体力推進向上部を担っています。 

最近、子どもの体力の低下が著しく、運動をする子どもとそうでない子どもの二極

化が見られます。また、阿久比町小中学生の「全国体力・運動能力、習慣等調査」の

体力合計点では、男女ともさまざまな種目において全国平均を下回っています。背景

には、社会状況や生活環境の変化による外遊びの減少などが考えられます。そこで、

次の２つのテーマを掲げ体力向上に取り組み始めました。 

・幼保小中で系統的に活動に取り組み、子どもたちの体力向上を図る。 

・自ら運動に親しみ、運動の楽しさや喜びを味わえる子どもたちを育成する。 

 英比小の取組として、体育の授業では、主運動に必要な体力づく

りを行い、パフォーマンスの向上を図っています。また、放課に

は、子どもたちが楽しみながら運動できるような仕かけを設置し、

ロープスロー、握力チャレンジ、大ジャンプチャレンジに着手して

います。 

各コーナーともに子どもたちでにぎわい、正しいフォームや動作

を体感しながら何度も繰り返して運動をしています。子どもたちか

らは「おもしろそう」「もう一回やりたい」「目標に届くようにした

い」「投げるときの感覚がわかった」という声があがっています。    

この先も持久力の向上等を目指し、さまざまな仕かけが登場しま

す。これからも、子どもたちが楽しみながら継続して運動し、体力

向上につながる環境を整えていきます。 

 

運動会に向けて  - がんばることの大切さを学びます - 

幼保小一貫教育プロジェクトの取組より 

あいさつ運動  - あいさつができるえいびっ子に - 


